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現在の活動
• NPO法人外国人ヘルプライン東海 代表
• フィリピン人移住者センター（FMC）事務局
• 多文化ソーシャルワーカー
（愛知県多文化ソーシャルワーカー養成講座修了生）

• コミュニティ通訳（フィリピン語）



阪神淡路大震災の経験

「阪神・淡路大震災デジタルマップ」神戸新聞社
https://www.kobe-
np.co.jp/rentoku/sinsai/map/#img0016hy

https://www.mapple.net/articles/bk/8281/



外国人地震情報センター資料集より
https://diversityjapan.jp/archive/feic/

https://diversityjapan.jp/archive/feic/
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３つの壁

言葉の壁
制度の壁
心の壁
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社会資源

同行

通訳

社会資源
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３大つながらない現象

たらい回し
門前払い
ブーメラン戻り
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目指していること
•つなげる：社会資源に
•つくる：新しい仕組み
•つくりだす：
地域でつながる新しい多文化共生社会



理念

• 外国ルーツをもつ人々ひとりひとりの基本的
人権と生活が保障された差別のない社会の実
現

• 多様な背景をもつ人々がともに助け合って暮
らせる地域社会の実現

• ひとりひとりの困りごとを生み出すグローバ
ルな仕組みを地域から変えていくこと



相談事業
事業種別 事業 概要

相談事業

相談事業
定例相談会 10言語対応
毎週木曜日16:00-20:00
毎週土曜日13:00-17:00 

外国人コミュニティ向け研修 美濃加茂市フィリピンコミュニティ
鈴鹿市南米コミュニティ

相談員研修

同行支援員派遣 市役所、病院、裁判所などに同行して続
きを行う

難民支援事業 第三国定住難民の支援（第10陣、第15
陣）

ケース会議 当団体で受理したケースについて話し合
う



通訳関連事業

通訳派遣

通訳派遣（自主） 市役所、病院、裁判所などに同行し
て通訳を行う

名古屋市児童相談所（委託） 面接の通訳、同行通訳

名古屋市女性相談・児童相談
（委託） 面接の通訳、同行通訳

その他委託 その他行政の委託

関連事業 通訳バンク
寄付金を集めて、生活困窮者には無
料で通訳を派遣するシステムをつく
る

コミュニティ通訳講座 通訳者対象研修、今年度は利用者も



その他

中区・中保
健センター

委託
事業

児童発達、病院受診
通訳派遣 通訳同行

乳児検診通訳、 乳児検診の通訳

相談、SV 中保健センターへの出張相談（保護者、保健
師対象）

同行支援、通訳派遣 家庭訪問、同行に通訳派遣

相談、SV 出張相談（保護者、職員対象）

保育園アウトリーチ 保育園に通訳派遣



社会資源づくり

ネットワーク事業

外国人生活困窮者支援連絡会（仮
称）

２か月に１回程度、参加団体であつまり情報共
有、政策提言

つなぎ方研究会
２か月に１回程度、希望者が事例をもちよって
話し合う
7/27, 11/23, 3/22



事業のイメージ図

NPO

同行支援

通訳派遣

外国人自助
組織

行政組織

通訳者相談員

同行支援員

研修など

地域住民

通訳者

新しい仕組み
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事例１ 概要

•南米A国 女性 永住者の配偶者
•夫からの暴力。乳幼児二人と被害者、加害者の家
族の４人家族。身体的暴力、経済的暴力。

•市役所の女性相談に同行、一時保護。
•相談者の母は、民間シェルターに入所支援。その
後母子生活支援施設に入居するも、夫のところに
戻る。



事例１ 当団体の支援と役割
•市役所の女性相談と連携。
•相談者の母の民間シェルターに入所支援。
•母の在留資格の手続きのため、入国管理局に同行
支援。本国への帰国支援。

•行政ができない支援（主に相談者の母の支援）を
当団体が担当。

•市役所の通訳者と役割分担。



事例2 概要
•南米B国 女児 14歳 在留資格なし
•祖母が日本人男性と再婚し、母、本児、弟を呼び
寄せ

•来日当時の在留資格は短期滞在
•当団体の相談のきっかけは、在留資格と母の病気
の治療

•オーバーステイのため退去強制、本児も一緒に帰
国。



事例2 当団体の支援と役割
•市役所に同行。 公立中学校の仮入学の手続き
•地域の日本語教室につなげる
•本人らに情報提供 在留資格のない外国人も教育
を受ける権利があることを説明

•本人に代わって市役所に事情説明



事例3 概要
•東南アジア C国 男性30代 定住者
•関東地方のNPO団体Dからのリファー
•働いていた社長との金銭トラブルがあり。
暴力行為を行う社長から逃れるため、会社を辞
めて逃亡。

•住居なし、所持金なし



事例3 当団体の支援と役割
•関東の団体Dから当団体にリファー、Dが紹
介したコミュニティ・ユニオンに本人と同
行

•警察の被害相談に同行
•ユニオンを通じて、労働基準監督署に申告、
弁護士相談につなぐ。



事例3 当団体の支援と役割
• 食料支援。支援金を支給。一時的な居場所として、ホテルに宿
泊。生活保護につながるまで支援。

• 生活保護につなぐ。受給後もしばらくは連絡調整。
• 全体のコーディネート。関係機関の調整。
• 同行支援の役割。本人は恐怖心が強かった。当団体が寄り添う
ことで、関係機関につながった。

• 日本語能力は高いが、弁護士相談などの理解が困難な場面では
通訳を行う。



支援における当団体の役割
•支援機関のコーディネート
•行政にできない支援を行う

業務としてできない部分
提供できないサービスとくに通訳
インフォーマルな資源につなげる

•相談者の代弁を行う、寄り添う



通訳の仕組みづくりについて
•継続して人材育成を行う
課題の発信
質の高いレベルの人材を常にストック

•協働して支援→通訳の必要性を実感しても
らう

•既存の通訳派遣制度は積極的に活用



通訳の仕組みづくりについて

• 相談対応を行う人と通訳者は分ける
• 通訳者は原則として通訳以外の業務は
行わない

• 介入を行わなければならない場合も慎
重に



通訳の仕組みづくりについて

• 相談機関（とくに行政）に、外国人支援に関
する知識と経験を蓄積

• 通訳の重要性を認識

通訳があれば支援が可能→仕組みづくりにつな
げる



おわりに

• 一緒にサポートすることで「変わっていく」
• 一人一人の困り事から仕組みをつくる
• 「専門性」と「市民性」
いずれも大切に
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